
平
成
二
十
年
度
同
窓
会
通
常
総

会
は
、
八
月
十
七
日
（
日
）
午
後

二
時
よ
り
秋
田
市
の
シ
ャ
イ
ン
プ

ラ
ザ
平
安
閣
に
お
い
て
開
催
さ
れ

た
。
県
内
外
か
ら
約
百
二
十
名
の

会
員
が
出
席
し
、
会
は
鈴
木
明
夫

氏
（
昭
四
十
五
年
卒
）
の
司
会
で

進
め
ら
れ
、
新
会
長
に
豊
口
祐
一

氏
（
昭
和
三
十
四
年
卒
）
が
承
認

さ
れ
る
と
と
も
に
副
会
長
に
三
浦

廣
巳
氏
（
昭
和
四
十
四
年
卒
）
が

新
任
さ
れ
た
。

最
初
に
校
歌
五
番
ま
で
斉
唱
。

次
い
で
物
故
会
員
に
全
員
で
黙
祷

を
捧
げ
た
。
次
に
次
第
に
従
っ
て

進
め
ら
れ
た
総
会
の
概
要
を
記
す
。

◎
山
谷
浩
二
会
長
代
行
あ
い
さ
つ

辻
会
長
が
七
月
五
日
に
亡
く
な

ら
れ
、
今
年
の
総
会
は
私
が
会
長

代
行
と
し
て
司
会
を
し
ま
す
が
、

ま
ず
は
辻
さ
ん
の
ご
冥
福
を
お
祈

り
い
た
し
ま
す
。

出
会
い
は
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
し

た
が
、
年
一
回
旧
制
高
校
の
寮
歌

祭
と
い
う
も
の
が
あ
り
、
私
も
世

話
役
を
や
ら
せ
て
い
た
だ
い
て
い

た
お
陰
で
辻
さ
ん
の
一
橋
の
校
歌

や
寮
歌
を
三
十
年
く
ら
い
聞
い
て

い
ま
し
た
。
あ
の
通
り
の
声
で
す

ご
い
声
量
で
し
た
。

そ
し
て
平
成
十
五
年
十
月
丸
山

会
長
の
後
任
に
辻
さ
ん
が
会
長
と

な
っ
て
四
年
と
六
か
月
、
現
役
の

経
済
人
と
し
て
の
お
忙
し
さ
の
中
、

同
窓
会
長
と
し
て
全
国
、
県
内
、

秋
田
市
内
ど
こ
の
同
窓
会
に
も
万

障
繰
り
合
わ
せ
て
出
席
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
ま
た
経
済
人
で
あ
る
辻

さ
ん
は
同
窓
会
の
財
政
を
大
変
心

配
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
と
に
平

成
七
年
に
会
則
が
変
わ
り
、
全
員

会
費
制
と
い
う
こ
と
で
財
政
基
盤

も
安
定
し
て
き
て
は
い
た
も
の
の
、

こ
こ
数
年
前
年
度
よ
り
会
費
を
納

め
る
人
が
少
し
ず
つ
減
っ
て
き
て

い
た
と
こ
ろ
で
し
た
。
け
れ
ど
も

平
成
十
九
年
度
の
会
費
納
入
率
が

前
年
度
プ
ラ
ス
相
当
増
え
、
こ
の

こ
と
に
つ
い
て
は
病
床
に
あ
っ
て

苦
し
か
っ
た
だ
ろ
う
辻
さ
ん
も
心

か
ら
喜
ん
で
お
ら
れ
た
よ
う
に
感

じ
ま
す
。

昭
和
二
十
七
年
に
同
窓
会
長
が

同
窓
生
か
ら
出
る
と
い
う
こ
と
に

な
っ
て
大
体
五
十
年
に
な
り
ま
し

た
が
会
長
が
現
職
の
ま
ま
亡
く
な

ら
れ
た
の
は
今
回
が
初
め
て
で
す
。

会
長
代
行
と
い
う
例
は
一
回
あ
り

ま
す
。
こ
ん
な
わ
け
で
今
日
の
総

会
の
運
営
等
い
ろ
い
ろ
ご
意
見
ご

不
満
も
お
あ
り
だ
と
思
い
ま
す
が

ご
理
解
の
上
、
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

◎
菊
谷
一
校
長
あ
い
さ
つ

こ
の
四
月
か
ら
校
長
職
に
就
い

た
秋
高
昭
和
四
十
四
年
卒
菊
谷
一

で
す
。
ま
ず
も
っ
て
辻
兵
吉
様
の

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

辻
様
に
は
昭
和
四
十
七
年
五
月
か

ら
五
十
四
年
五
月
ま
で
七
年
間
、

本
校
第
十
六
代
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
と
し

て
様
々
な
ご
意
見
や
ご
提
言
を
い

た
だ
き
、
ま
た
今
年
の
入
学
式
で

は
同
窓
会
長
と
し
て
進
学
状
況
や

部
活
動
等
に
並
々
な
ら
ぬ
期
待
を

寄
せ
て
お
い
で
で
し
た
。

学
校
の
事
情
に
つ
い
て
申
し
上

げ
ま
す
。

昨
年
の
秋
田
国
体
に
は
本
校
生

十
八
名
が
出
場
し
、
天
皇
杯
、
皇

后
杯
獲
得
に
貢
献
し
ま
し
た
。
ま

た
、
今
年
六
月
、
県
立
北
欧
の
森

で
全
国
植
樹
祭
が
あ
り
、
会
場
の

設
計
に
当
た
ら
れ
た
安
藤
忠
雄
氏

が
秋
田
に
来
ら
れ
た
際
、
本
校
で

ご
講
演
い
た
だ
き
、
高
校
生
対
象

の
講
演
は
稀
と
い
う
こ
と
で
し
た

が
貴
重
な
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

次
に
、
昨
年
、
小
六
と
中
三
対

象
の
全
国
学
力
テ
ス
ト
が
行
わ
れ
、

本
県
は
す
ば
ら
し
い
結
果
で
し
た

が
、
逆
に
本
県
の
高
校
教
育
が
問

わ
れ
る
形
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

本
県
で
は
少
子
化
が
速
い
ス
ピ
ー

ド
で
進
行
し
て
お
り
毎
年
小
中
学

校
が
数
校
ず
つ
な
く
な
っ
て
い
て
、

だ
か
ら
こ
そ
人
材
育
成
に
取
り
組

ま
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
特
に
県
を

代
表
す
る
本
校
で
は
と
の
思
い
を

強
く
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

人
事
面
に
つ
い
て
は
、
今
年
か

ら
副
校
長
制
が
設
け
ら
れ
、
本
校

に
は
知
事
公
室
総
務
課
長
で
あ
っ

た
昭
四
十
八
年
卒
石
井
周
悦
氏
を

迎
え
ま
し
た
。
具
体
的
な
仕
事
は

今
ま
で
の
学
校
教
育
に
欠
け
て
い

た
ス
ピ
ー
ド
・
合
理
性
・
対
外
的

交
渉
な
ど
教
育
環
境
の
整
備
で
す
。

ま
た
県
で
は
本
県
の
弱
点
と
さ

れ
る
高
校
理
数
科
教
科
に
知
的
刺

激
を
注
入
し
よ
う
と
博
士
号
所
有

者
五
名
を
採
用
し
、
本
校
に
は
ブ

ラ
ッ
ク
ホ
ー
ル
研
究
で
博
士
号
を

持
つ
内
田
先
生
が
配
置
さ
れ
ま
し

た
。
七
月
の
秋
高
祭
で
は
全
県
の

博
士
号
所
有
教
員
に
集
ま
っ
て
も

ら
い
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま

し
た
。
更
に
今
他
県
と
の
教
師
の

人
事
交
流
が
行
わ
れ
て
お
り
、
本

校
に
は
盛
岡
一
高
の
阿
部
先
生
が

お
い
で
に
な
り
刺
激
を
受
け
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

さ
て
校
舎
の
耐
震
診
断
の
結
果
、

昭
和
三
十
六
年
に
で
き
た
大
体
育

館
の
改
修
に
着
手
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
来
年
完
成
予
定
で
そ

の
後
旧
体
育
館
を
解
体
し
二
十
二

年
三
月
の
卒
業
式
か
ら
使
用
す
る

予
定
、
こ
れ
に
伴
い
ラ
グ
ビ
ー
場

確
保
の
た
め
剣
道
場
を
数
メ
ー
ト

ル
移
動
。
ま
た
北
棟
も
耐
震
工
事

の
た
め
改
修
工
事
に
入
り
ま
す
。

長
年
本
校
は
全
校
生
徒
十
ク
ラ

ス
千
二
百
名
で
し
た
が
、
平
成
十

二
年
か
ら
学
級
減
と
な
り
、
現
在

各
学
年
八
ク
ラ
ス
九
百
四
十
二
名

で
ほ
ぼ
四
割
が
女
子
生
徒
で
す
。

ま
た
三
年
前
に
高
校
入
試
制
度
が

大
き
く
変
わ
り
、
学
区
制
が
取
り

除
か
れ
全
県
一
区
と
な
り
ま
し
た

が
、
影
響
は
少
な
く
秋
田
市
出
身

者
が
約
八
割
で
す
。
ま
た
こ
の
春

の
卒
業
生
三
百
十
八
名
の
進
路
状

況
は
、
三
百
十
七
名
の
進
学
希
望

者
の
内
、
実
際
の
進
学
者
は
国
公

立
大
百
三
十
、
私
立
大
六
十
七
、

私
立
短
大
二
、
残
り
百
十
八
名
が

再
挑
戦
で
す
。
現
役
で
は
東
大
五
、

京
大
一
、
北
大
五
、
東
北
大
二
十

三
、
一
橋
大
三
な
ど
。
私
立
で
は

早
稲
田
八
、
慶
応
五
、
な
ど
。
四

十
七
都
道
府
県
比
較
で
東
大
進
学

者
は
四
十
四
位
、
東
北
大
十
一
位

で
、
東
北
六
位
以
内
に
入
っ
て
お
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